
平成30年 4月 1日発行（毎月第1日曜日、1月は1日発行）（2）

総額
7,330

総額
7,330

地方譲与税
その他

365（5.0%）

在
解
消
に
向
け
、
医
師
確
保
修
学
研

修
資
金
の
貸
与
対
象
診
療
科
の
拡
大

や
適
正
な
医
師
配
置
を
進
め
ま
す
。

ま
た
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
の
貸
与

月
額
を
引
き
上
げ
る
他
、
施
設
の
垣

根
を
越
え
た
交
流
を
支
援
す
る
た
め
、

福
祉
職
等
合
同
入
職
式
を
開
催
し
ま
す
。

看
護
職
員
修
学
資
金
貸
与

　
　
　
一
部
新
規
　
８
４
９
８
万
円

　
看
護
職
員
の
確
保
・
定
着
を
図
る

た
め
、
県
外
の
通
信
制
養
成
所
の
在

学
者
を
新
た
に
修
学
資
金
貸
与
対
象

と
し
ま
す
。
ま
た
修
学
資
金
返
還
の

免
除
対
象
施
設
に
、
介
護
老
人
福
祉

施
設
を
追
加
し
ま
す
。

Ｇ
タ
ー
ン
全
力
応
援
な
ど

　
　
　
　
　
　
１
億
３
８
２
９
万
円

　
若
者
の
県
内
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
合
同
企
業

説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
本
県

独
自
の
学
生
向
け
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
「
Ｇ
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
実
施
し
、

県
外
在
住
の
参
加
者
に
交
通
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

総
合
的
な
少
子
化
対
策
推
進

　
　
　
一
部
新
規
　
６
３
９
６
万
円

　
結
婚
を
希
望
す
る
県
民
や
子
育
て

桐
生
・
み
ど
り
地
区
新
高
等

学
校
整
備

　
　
　
新
規
　
１
億
７
６
７
１
万
円

　
桐
生
と
桐
生
女
子
、
桐
生
南
と
桐

生
西
の
高
等
学
校
を
そ
れ
ぞ
れ
統
合

し
、
33
年
４
月
に
地
域
の
中
核
と
な

る
新
た
な
二
つ
の
高
等
学
校
を
開
校

す
る
た
め
、
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

今
年
度
は
基
本
・
実
施
設
計
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の

推
進

　
　
　
　
一
部
新
規
　
６
０
８
万
円

　
子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
安
心
し
て

過
ご
せ
る
よ
う
、
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
に
関
わ
る
人
材
の
養
成
講
座

を
実
施
し
た
り
、
民
間
団
体
に
よ
る

子
ど
も
食
堂
や
無
料
学
習
塾
の
立
ち

上
げ
な
ど
を
支
援
し
た
り
し
ま
す
。

東
部
児
童
相
談
所
の
移
転
整
備

　
　
　
　
　
　
２
億
７
７
２
３
万
円

　
東
部
児
童
相
談
所
を
移
転
整
備
し

て
、
相
談
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
県
内
２
カ
所
目
と
な
る
一
時
保

護
所
を
新
た
に
併
設
し
、
常
態
化
し

て
い
る
中
央
児
童
相
談
所
一
時
保
護

所
の
定
員
超
過
を
解
消
し
ま
す
。
32

年
度
の
開
設
に
向
け
、
今
年
度
は
実

施
設
計
と
建
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

医
師
・
介
護
人
材
確
保
対
策

　
一
部
新
規
　
５
億
１
７
１
０
万
円

　
診
療
科
・
地
域
間
で
の
医
師
の
偏

家
庭
を
支
援
す
る
た
め
、
学
生
な
ど

が
若
者
の
立
場
か
ら
新
た
な
結
婚
・

子
育
て
支
援
策
を
県
に
提
案
す
る
機

会
を
つ
く
る
他
、
群
馬
の
子
育
て
環

境
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
冊
子
の
作
成

な
ど
を
行
い
ま
す
。

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
支
援
の
た

め
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
モ
デ
ル

事
業 

　
　
　
新
規
　
５
４
６
万
円

　
広
瀬
第
二
県
営
住
宅
の
一
部
の
フ

ロ
ア
を
改
修
し
、
地
域
開
放
ス
ペ
ー

ス
や
共
有
リ
ビ
ン
グ
を
備
え
た
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
支
援
の
た
め
の
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
ぐ
ん

ま
子
育
て
応
援
サ
イ
ト
「
子
育
て
ネ
ッ

ト
」
で
支
援
に
関
す
る
情
報
を
分
か

り
や
す
く
発
信
し
ま
す
。

特
別
支
援
学
校
の
受
入
体
制

整
備
　
　 

　
27
億
７
５
５
９
万
円

　
障
害
の
あ
る
生
徒
が
身
近
な
地
域

で
学
べ
る
よ
う
、
高
等
部
の
な
か
っ

た
沼
田
、
藤
岡
、
富
岡
、
吾
妻
地
域

の
特
別
支
援
学
校
に
今
年
度
か
ら
高

等
部
を
新
設
し
ま
す
。
ま
た
医
療
的

ケ
ア
が
必
要
な
生
徒
に
対
応
す
る
た

め
、
配
置
す
る
看
護
師
を
増
員
し
た

り
、
太
田
高
等
特
別
支
援
学
校
に
新

棟
を
建
設
し
た
り
し
ま
す
。

障
害
者
雇
用
促
進
強
化
対
策

　
　
　
一
部
新
規
　
４
５
２
１
万
円

　
障
害
の
あ
る
人
の
法
定
雇
用
率
の

引
き
上
げ
を
踏
ま
え
、
企
業
経
営
者

に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
を
充
実
し
ま
す
。
ま
た
障
害

の
あ
る
人
や
雇
用
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

農
福
連
携
推
進

　
　
　
　
　
　
新
規
　
５
２
７
万
円

　
障
害
の
あ
る
人
の
農
業
分
野
に
お

け
る
就
労
を
支
援
す
る
た
め
、
農
業

ピ
ー 

ア
ー
ル

者
向
け
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
Ｊ
Ａ
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
、

農
業
者
と
障
害
の
あ
る
人
と
の
作
業

需
給
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
モ
デ
ル
事

業
を
行
い
ま
す
。

災
害
に
強
い
県
土
を
築
く
防

災
・
減
災
対
策

　
　
　
　
１
１
８
億
１
４
６
１
万
円

　
局
地
的
集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
に

よ
る
災
害
の
防
止
や
被
害
軽
減
を
図

る
た
め
、
市
町
村
と
連
携
し
て
水
害
・

土
砂
災
害
対
策
を
し
た
り
、
落
石
・

道
路
冠
水
対
策
な
ど
の
道
路
防
災
を

推
進
し
た
り
し
ま
す
。

高
崎
北
警
察
署
（
仮
称
）・
太

田
警
察
署
高
林
交
番
整
備

　
　
　
一
部
新
規
　
９
０
９
０
万
円

　
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
、
高
崎
警
察
署
の
管
轄
区

域
を
分
割
し
、
34
年
度
の
高
崎
北
警

察
署
（
仮
称
）
の
開
署
に
向
け
て
基

本
・
実
施
設
計
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
老
朽
化
し
て
い
る
太
田
警
察
署
管

内
の
高
林
交
番
を
移
転
・
新
築
し
ま
す
。 

　県
は
、
県
総
合
計
画
「
は
ば
た

け
群
馬
プ
ラ
ン
Ⅱ
」（
28
〜
31
年
度
）

の
３
つ
の
基
本
目
標
の
実
現
に
向

け
、
計
画
に
掲
げ
た
13
の
政
策
を

着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
既
存

事
業
の
見
直
し
を
徹
底
し
、
県
民

に
と
っ
て
必
要
な
施
策
に
つ
い
て
、

限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
・
効
率

的
に
配
分
し
ま
し
た
。

　ま
た
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
地

方
創
生
推
進
交
付
金(※

)

を
活
用
す

る
な
ど
、
歳
入
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　重
点
事
業
や
新
規
事
業
な
ど
、

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（※

）…

地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
や
新
し

い
人
の
流
れ
の
創
出
、
ま
ち
の
活
性
化
な
ど
、
地

方
創
生
に
つ
な
が
る
事
業
を
支
援
す
る
国
の
交
付
金

30
年
度
予
算
の
概
要

    自主財源
       3,878
        （52.9%）

県税
2,480

（33.8%）

財政調整基金・
減債基金繰入金
   119（1.6%）

地域福祉基金・コンベンション基金繰入金
   15（0.2%）

地方消費税
清算金

770（10.5%）          その他
収入
494

（6.7%）

地方交付税
1,241

（16.9%）

国庫支出金
802

（10.9%）

県債
1,043

（14.2%）
うち臨時
財政対策債
   464（6.3%）

     依存財源
        3,452
（47.1%）

義務的
経費
3,586

（48.9%）

投資的経費
1,111

（15.2%）

その他
経費
2,633

（35.9%）

学校の先生
などの人件費
   1,294

　　　　 （17.7%）

退職手当
207（2.8%）

扶助費
322（4.4%）公債費

1,053
（14.4%）

    県単独
公共事業
550（7.5%）

補助費
など
2,044

（27.9%）

うち社会
保障関係費
998

（13.6%）

その他
589

（8.0%）

国の補助
公共事業

   231（3.2%）

その他建設経費
（コンベンション施設整備など）

   330（4.5%）

県庁職員など
の人件費
428（5.8%）
警察官など
の人件費
283（3.9%）

❶
群
馬
の
未
来
を
担
う

　子
ど
も
・
若
者
の
育
成

❸
交
流
・
移
住
・
定
着
促
進

❺
多
様
な
人
材
の
活
躍
応
援

❻
安
全
な
暮
ら
し
実
現

❹
家
族
の
理
想
実
現

❷
群
馬
の
飛
躍
と
地
域
の
安
心

　を
支
え
る
職
業
人
材
の
育
成

基
本
目
標
❶

地
域
を
支
え
、
経
済
・
社
会

活
動
を
支
え
る
人
づ
く
り

基
本
目
標
❷

誰
も
が
安
全
で
安
心
で
き
る

暮
ら
し
づ
く
り

学生を対象とした病院での職場体験セミナー

昨年度に実施した障害のある人による収穫作業

地 方 交 付 税…全国どの地域でも一定の行政サービスを受け
　　　　　　　　られるよう、国が県に交付するお金
臨時財政対策債…地方交付税の不足分の一部を、いったん県で
　　　　　　　　借金をして賄っておくために発行する県債
国 庫 支 出 金…使い道を決めて、国から支払われるお金
地 方 譲 与 税…国税として集められ、国から県に譲渡される
　　　　　　　　お金

義務的経費…任意に削減することが困難な経費
扶　助　費…生活保護費や児童扶養手当など、住民福祉を支え
　　　　　　るための経費
公　債　費…これまでに借り入れた県債の返済金と利子
投資的経費…将来にわたり使用される施設などの建設費
補助費など…負担金、補助金など、県から市町村や民間に対し
　　　　　　て交付する経費

歳入歳出

※表示単位未満の四捨五入の関係で、
合計と一致しない場合があります

（単位：億円）


